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取扱い対象樹脂

ポリエチレン（PE）

ポリプロピレン（PP）

ポリスチレン（PS）

AS樹脂（AS）

ABS樹脂（ABS）

メタクリル樹脂（PMMA）

ポリメチルペンテン（PMP）

ブタジエン樹脂（BDR）

ナイロン（PA）

ポリブテン － 1（PB－1）

ポリエチレンテレフタレート（PET）

ポリカーボネート（PC）

ポリビニルアルコール（PVA）

ポリアセタール（POM）

ポリフェニレンエーテル（PPE）ポリアクリロニトリル（PAN）

ふっ素樹脂（FR）

ポリブチレンテレフタレート（PBT）

ポリメタクリルスチレン（MS）

ポリアリルサルホン（PASF）

ポリアリレート（PAR）

ヒドロキシ安息香酸ポリエステル（HBP）

ポリエーテルイミド（PEI）

ポリシクロへキシレンジメチレンテレフタレート（PCT）

ポリエチレンナフタレート（PEN）

ポリエステルカーボネート（PPC）

エチレン・テトラシクロドデセン・コポリマー（E／TD）

ポリ乳酸（PLA）

ポリブチレンサクシネート（PBS）

エチレン・2 －ノルボルネン樹脂（E／NB）

（以上 30種）
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おことわり
　このパンフレットではその性格上記述の厳密性を多少犠牲に

してあります。

　また、プラスチック製品として一度市場に出たものを回収して

再びプラスチックの原料として再生したもの（以下「再生樹脂」

という。）や再生樹脂を使用した器具および容器包装を対象とし

ておりません。そのため、記述の一部にそれらのものに当てはま

らない部分があります。それらのものを製造、加工、または取扱

われる会員あるいは入会希望の方で、それらのものが協議会で

どの様に取扱われるかについてご関心のある方は協議会事務

局にご照会ください。
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